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㸰㸰－㸯㸯 自動㈍኎機設置 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

㣧ᩱ自動㈍኎機設

置 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ⨁・ボトル㣧ᩱ自動㈍኎機にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬エネルギー消㈝効率が1���N:K以下で࠶ることࠋ 

イ㸬エネルギー消㈝効率㐩ᡂ率が12�㸣以上で࠶ることࠋ 

ղ⣬ᐜ器㣧ᩱ自動㈍኎機及び࢝ップ式㣧ᩱ自動㈍኎機にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲

㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの⟬定式を用い࡚⟬ฟࡋた基準エネルギー消

㈝効率を上回ࡽないことࠋ 

ճ自動㈍኎機ᮏయの冷፹及び断熱材ⓎἻ๣にフࣟン類が使用࡚ࢀࡉい

ないことࠋ 

մ自動㈍኎機ᮏయࡣ⾲㸰にᥖࡆるホ౯基準に♧ࢀࡉた⎔ቃ㓄៖設ィが

な࡚ࢀࡉいることࠋまた、⎔ቃ㓄៖設ィの実施状況にࡘい࡚ࡑ、ࡣ

の内ᐜが࢘エブࢧイト等によりබ⾲ࢀࡉ、ᐜ᫆に確認できることࠋ 

յ自動㈍኎機の照明にࡣ/('が使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ն自動㈍኎機ᮏయに使用࡚ࢀࡉいる≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を

㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ≀質のྵ᭷᝟ሗが࢘エブࢧイト等で

ᐜ᫆に確認できることࠋ 

շᒇ内に設置ࢀࡉる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ኪ間࿘囲に照明機器がなࡃ、ၟ

ရの㑅ᢥ・㉎ධに支障をきたす場合を除き、照明が常時消灯࡚ࢀࡉ

いることࠋ 

ո㣧ᩱᐜ器の回収⟽を設置するととࡶに、ᐜ器の分ู回収及びࣜࢧイ

クルを実施することࠋ 

չ使用῭自動㈍኎機の回収ࣜࢧイクルࢩス࣒ࢸが࠶り、ࣜࢧイクルࡉ

 ࠋること࠶が࣒ࢸスࢩるࢀࡉ適正ฎ理ࡣい࡚ࡘない部分にࢀ

࠙㓄៖஦㡯ࠚ 

ձ自動㈍኎機ᮏయの年間消㈝電力量及びエネルギー消㈝効率基準㐩ᡂ

率୪びに冷፹（✀類、ᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘ及びᑒධ量）が自動㈍኎機ᮏ

యのぢࡸすい⟠所に⾲♧ࢀࡉるととࡶに、࢘エブࢧイトにおい࡚බ

 ࠋいること࡚ࢀࡉ⾲

ղᒇ外に設置ࢀࡉる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、自動㈍኎機ᮏయに日光が┤᥋当

たࡽないよう㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ࢝ップ式㣧ᩱ自動㈍኎機にࡣ࡚ࡗ࠶、࣐イ࢝ップに対応ྍ能で࠶る

ことࠋ 

մ┿空断熱材等の熱伝ᑟ率のపい断熱材が使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ自動㈍኎機の設置・回収、㈍኎ရの⿵඘、ᐜ器の回収等に当た࡚ࡗ

電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴を使用する、㓄㏦効率のྥ上のたࡵ

のྲྀ⤌を実施する等≀流にకう⎔ቃ㈇Ⲵのప減がᅗ࡚ࢀࡽいるこ

とࠋ 

ն㣧ᩱᐜ器の回収に当た࡚ࡗプラスࢳック〇のごみ⿄を使用する場合

ック〇ごみࢳプラスࠕ㸰㸱㸬ごみ⿄等ࠖにおけるࠕᮏ基ᮏ方㔪、ࡣ

⿄ࠖにಀるุ断の基準を‶たす≀ရが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

շ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、෌⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

ոໟ装材等の回収及び෌使用ཪࡣ෌⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 
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備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象となるࠕ㣧ᩱ自動㈍኎機設置ࠖࡣ、⨁・ボトル㣧ᩱ自動㈍኎機、

⣬ᐜ器㣧ᩱ自動㈍኎機及び࢝ップ式㣧ᩱ自動㈍኎機を設置する場合をいうࠋたࡋࡔ、次の

い࠿ࢀࡎに該当するࡶのを設置する場合ࡣ、こࢀにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

ձၟရを常温ཪࡣ常温に㏆い温度のみでಖᏑする収ᐜスペースをࡶࡘࡶの 

ղྎの上に㍕࡚ࡏ使用する小ᆺの༟上ᆺのࡶの 

ճ㌴୧等≉定の場所で使用することを目的とするࡶの 

մ電Ꮚ冷却（ペル࢙ࢳ冷却等）により、㣧ᩱ（ཎᩱ）を冷却࡚ࡋいるࡶの 

㸰 ᮏ㡯のุ断の基準ࡣ、設置にಀるዎ約等の期間୰ཪࡣዎ約更᪂等の場合で機器のධ᭰࠼

がⓎ⏕ࡋない場合にࡣ適用ࡋないࡶのとするࠋ 

㸱 ࠕエネルギー消㈝効率基準㐩ᡂ率ࠖとࡣ、⾲㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの⟬定式を用い࡚⟬

ฟࡋた当該機器の基準エネルギー消㈝効率をエネルギー消㈝効率で除ࡋたᩘ値をⓒ分率

（小ᩘ点以下を切りᤞ࡚）で⾲ࡋたࡶのとするࠋ 

㸲 ุ断の基準ձ及びղにࡘい࡚ࡣ、⅏ᐖ対応自動㈍኎機、ࣘࢽバーࢧルࢨࢹイン自動㈍኎

機及び♫఍㈉⊩ᆺ自動㈍኎機のうࡕ、当該機能を᭷することにより、消㈝電力量のቑຍす

るࡶのにࡣ適用ࡋないࡶのとするࠋ 

㸳 ࠕフࣟン類ࠖとࡣ、フࣟン類の使用の合理化及び管理の適正化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年

ἲᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸯㡯に定ࡵる≀質をいうุࠋ 断の基準ճにおい࡚使用できる冷፹ࡣ、

二㓟化Ⅳ⣲、Ⅳ化水⣲及びࣁイドࣟフル࢜ࣟ࢜レフィン（+)O1234\I）等ࠋ 

㸴 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比で♧ࡋたᩘ値をいうࠋ 

㸵 ุ断の基準նにࡘい࡚ࡣ、ࣜࣘース部ရにࡣ適用ࡋないࡶのとするࠋ 

㸶 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣑࣒࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフ࢙ࢽル୪びにポࣜブࣟࣔジフ࢙ࢽルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸷 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑの௚௜ᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸯㸮 ุ断の基準ոにࡘい࡚ࡣ、設置する自動㈍኎機のᩘ及び場所୪びに㣧ᩱの㈍኎量等を

຺᱌ࡋ、回収に支障がないよう適切に設置することࠋ 

㸯㸯 㓄៖஦㡯յのࠕ電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたࠕ㸯㸱－

㸯 自動㌴ࠖを対象とするࠋ 

㸯㸰 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の஦㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬利用ேᩘ、㈍኎量等を༑分຺᱌ࡋ、必要なྎᩘ、適切な኱きࡉの自動㈍኎機を設置す

ることࠋ 

イ㸬設置場所（ᒇ内・ᒇ外、日ྥ・日㝜等）によ࡚ࡗ、エネルギー消㈝等の⎔ቃ㈇Ⲵが␗

なることࡽ࠿、ྍ能な限り⎔ቃ㈇Ⲵのపい場所に設置するよう検ウすることࠋ 

࢘㸬࣐イ࢝ップ対応ᆺ自動㈍኎機の設置に当たࡣ࡚ࡗ、設置場所及び࿘㎶の清掃・⾨⏕面

の確認を⾜い、㉎ධ⪅へのὀពႏ起を実施するととࡶに、⾨⏕面におけるၥ㢟が⏕じ

た場合の㈐௵の所在の明確化をᅗることࠋ 
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⾲㸯 㣧ᩱ自動㈍኎機にಀる基準エネルギー消㈝効率⟬定式 

༊   分 
基準エネルギー 

消㈝効率の⟬定式 
㈍ ኎ す る 

㣧ᩱの✀類 
自 動 ㈍ ኎ 機 の ✀ 類 

⨁・ボトル㣧ᩱ 

コールドᑓ用機ཪࡣホット࢜アコールド機 ( ��2189�4�1 

ホットアンドコールド機（庫内ዟ⾜ᑍἲが 4��PP ᮍ‶

のࡶの） 
( ����89D�414 

ホットアンドコール

ド機（庫内ዟ⾜ᑍἲが

4��PP 以上のࡶの） 

電Ꮚ࣐ネー対応装置のないࡶ

の 
( ��4829D�3�� 

電Ꮚ࣐ネー対応装置の࠶るࡶ

の 
( ��4829D���� 

⣬ ᐜ 器 㣧 ᩱ 

$ タイプ（ࢧンプルを

使用ࡋ、ၟ ရ㈍኎を⾜

うࡶの） 

コールドᑓ用機 ( ���489�3�3 

ホットアンドコールド機（庫内

が 2 室のࡶの） 
( ��3��9E���4 

ホットアンドコールド機（庫内

が 3 室のࡶの） 
( ���3�9E�14�4 

B タイプ（ၟရࡑのࡶ

のをど認ࡋ、ၟ ရ㈍኎

を⾜うࡶの） 

コールドᑓ用機 ( ��4��9���� 

ホットアンドコールド機 ( ��4�19E�12�1 

࢝ップ式㣧ᩱ － 
( 1�2�>7ӌ1���@ 

( ��2�37��8�>7!1���@ 

備⪃） 㸯 ࠕコールドᑓ用機ࠖとࡣ、ၟရを冷ⶶ࡚ࡋ㈍኎するたࡵのࡶのをいうࠋ 

㸰 ࠕホット࢜アコールド機ࠖとࡣ、ၟရを冷ⶶཪࡣ温ⶶど୍࠿ࡽࡕ方に࡚ࡋ㈍኎するたࡵ

のࡶのをいうࠋ 

㸱 ࠕホットアンドコールド機ࠖとࡣ、自動㈍኎機の内部が௙切ቨで௙切ࢀࡽ、ၟရを冷ⶶ

ཪࡣ温ⶶ࡚ࡋ㈍኎するたࡵのࡶのをいうࠋ 

㸲 (�9�9D�9E 及び 7  ࠋのとするࡶ次のᩘ値を⾲す、ࡣ

( 㸸基準エネルギー消㈝効率（༢఩㸸N:K�年） 

9 㸸実庫内ᐜ✚（ၟရを㈓ⶶする庫室の内ᑍἲࡽ࠿⟬ฟࡋたᩘ値をいうࠋ）（༢఩㸸/） 

9D㸸調ᩚ庫内ᐜ✚（温ⶶ室の実庫内ᐜ✚に 4� を஌じ࡚ 11 で除ࡋたᩘ値に冷ⶶ室の実庫

内ᐜ✚をຍ࠼たᩘ値をいうࠋ）（༢఩㸸/） 

9E㸸調ᩚ庫内ᐜ✚（温ⶶ室の実庫内ᐜ✚に 4� を஌じ࡚ 1� で除ࡋたᩘ値に冷ⶶ室の実庫

内ᐜ✚をຍ࠼たᩘ値をいうࠋ）（༢఩㸸/） 

7 㸸調ᩚ熱ᐜ量（湯タンクᐜ量に 8� を஌じたᩘ値、冷水ᵴᐜ量に 1� を஌じたᩘ値及び

㈓ị量に �� を஌じ࡚ ���1� で除ࡋたᩘ値の⥲࿴に 4�1� を஌じたᩘ値）（༢఩㸸NJ） 

㸳 エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ自動㈍኎機のエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上に

関するエネルギー消㈝機器等〇㐀஦業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 1� 年⤒῭⏘業省࿌♧➨

28� ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �2�ࠖによるࠋ 
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⾲㸰 㣧ᩱ自動㈍኎機にಀる⎔ቃ㓄៖設ィ㡯目 

目 的 ホ ౯ 㡯 目 ホ ౯ 基 準 

ース（省㈨※化）ࣗࢹࣜ

使用㈨※の削減 〇ရの質量を削減ᢚ制࡚ࡋいることࠋ 

෌⏕材の使用 ෌⏕材の使用をಁ㐍࡚ࡋいることࠋ 

〇ရの㛗ᑑ࿨化 

࢜ーバーホール、ࣜ ࡋーアルへの㓄៖をࣗࢽ

࡚いることࠋ 

〇ရの分ゎ・⤌❧ᛶへの㓄៖・ᨵၿを࡚ࡋい

ることࠋ 

ಟ理・ಖᏲᛶへの㓄៖を࡚ࡋいることࠋ 

消㈝電力量の削減 

〇ရの消㈝電力量のᢚ制がᅗ࡚ࢀࡽいるこ

とࠋ設置᮲௳、設定᮲௳の適正化等の運用支

᥼を⾜࡚ࡗいることࠋ 

ࣜࣘース（෌使用化） 

ࣜࣘース部ရの㑅定 
ࣜࣘース部ရにࡘい࡚設ィẁ㝵ࡽ࠿㑅定ࡋ、

ඹ㏻化・ᶆ準化に㓄៖࡚ࡋいることࠋ 

〇ရでの㓄៖ 
ࣜࣘース対象部ရの分ゎ・⤌❧ᛶに㓄៖࡚ࡋ

いることࠋ 

部ရのࣜࣘース設ィ 
ࣜࣘース対象部ရへの⾲♧、清掃・洗浄、୚

ᑑ࿨ุ定のᐜ᫆ᛶに㓄៖࡚ࡋいることࠋ 

イクル（෌㈨※化）ࢧࣜ

材ᩱ 

ࠋいること࡚ࡋイクルྍ能な材ᩱを㑅ᢥࢧࣜ

プラスࢳックの✀類の⤫୍化及び材ᩱ⾲♧

を⾜࡚ࡗいることࠋ 

࡚ࡗイクルᅔ㞴な部材の使用削減をᅗࢧࣜ

いることࠋ 

分ゎᐜ᫆ᛶ 
஦๓分ู対象部ရの分ゎᐜ᫆ᛶに㓄៖࡚ࡋ

いることࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のዎ約ཪࡣ使用チྍにより調㐩する㣧ᩱ自動㈍኎機設置の⥲設置ྎᩘに༨ࡵる

基準を‶たす設置ྎᩘの๭合とするࠋ 
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